
（様式１－１）
令和７年度 学校評価報告書 大牟田市立手鎌小学校（ＮＯ１）

学校教育目標 知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」の育成 重点目標 主体的・対話的で深い学びに向かう子供の育成
評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画

重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 評 価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）
○学習過程の中に、ICTを活用した導入の工夫や考 ○課題解決のための意欲を高めるための工夫 ○校内研究としてＩＣＴを位置付けた学習過 ・学校の評価は適切である。 ・ＩＣＴの活用は、児童の意欲を継続
えを交流する工夫を行い、学びに向かう力を高 を行っている【教師：授業チェックリスト ４ 程の工夫に取り組んでいる。ＩＣＴの活用 Ａ ・子供たちが自分で考えることをより させることやコミュニケーションの
め、主体的・継続的な学習の充実を図る。 ②】→３．５以上（４段階評価） は、意欲を高める手立てとして有効である。 深め、ICTを活用してくれるといい。 ツールとして有効である。今後も、

〇「本気」で学習を実践し、意欲的に学習に取り ○課題解決の達成感を実感させるための工夫 ○学習のまとめと振り返りを位置付け、児童 先生方の授業の取組には感謝してい 継続して活用していく。
組むよさを実感する授業を行う。 を行っている【教師：授業チェックリスト ４ が達成感を実感するようにしている。 Ａ る。 ・学習過程のねらいを明確にして、ノ

重 ⑤】→３．０以上（４段階評価） ○考えを整理する場面でＩＣＴを意図的に活 ・低学年からICTを活用した授業が見 ートに書く、タブレットを活用する
○自分の考えが見えるように表現し、説明に生か ○自分の考えをつくったり、友だちの考えと 用することにより、コミュニケーションの られたが、読み、書き、計算の基本 など、軽重をつけて活用していくこ

確かな学力 したり、友達の考えを取り入れたりする。 比べたりして、自分の考えをよりよいもの ４ ツールとして自分の考えを表現し、友達の Ａ の部分はノートに書くなど、しっか とが大切である。どこにどんな内容
点 にすることができた【児童：授業チェック 考えと比べることができた。 り書くことを徹底した方がよい。 で位置付けるとより有効な活用がで

（知） リスト④】→３．５以上（４段階評価） ○プレテストや小テストなどを日常的に繰り ・バランスは必要だと考える。 きるか、校内研究を中心に検討して
生き生きと学ぶ ○習熟度別少人数学習等、学力低位層への指導の ○国語・算数の勉強が好きという児童【教育 返し行うことができた。 ・導入での意欲を高める場面で積極的 いく。

目 子供 工夫によるわかる授業づくりに努める。 活動評価】【学力向上プラン視点③】 ３ △問題文の意味を読み取ることができない児 Ａ にICTを活用するとよい。 ・学習のルール10か条を徹底するため
<算数科を中心に> →８０％ 童が多い。 ・６年生、２年生は特に授業態度がよ 学級や学年で重点を決め、児童評価

○学習のルール１０か条を活用した学習の仕方・ ○ルールが定着している児童【児童アンケー △学習のルール10か条については、学年や学 く、学習のルールが徹底されていた と教師評価の振り返りを定期的に行
標 学習規律の指導 ト】 ３ 級により取組の差がある。共通実践として、 Ａ ように感じた。 うことを継続していく。

→８０％ 全学級が同様に取り組む必要がある。評価 ・家庭と連携が重要だと思うが、各家 ・家庭学習強調週間等の取組につい
○家庭と連携した家庭学習の指導 ○家庭学習の目標時間が達成できた児童 を掲示したことは、意欲につながった。 庭事情を考えると差が出てしまう。 て、コメントの内容等を学校だより

に ・家庭学習強調週間の年３回の実施 【教育活動評価】 ３ △各家庭で子供への関わり方に差があるた Ａ で発信し、保護者の関わりを充実さ
（目標時間：低３０分、中４５分、高６０分） →８０％ め、今以上の家庭との連携が必要がある。 せる。

関 ○道徳の授業において、心の変容や葛藤を表出し ○道徳の授業において、話し合いを通して考 ○道徳の時間においても、ＩＣＴを活用する ・学校の評価は適切である。 ・道徳の時間では、道徳的価値を捉え
たり考えを交流したりする話合いを位置付け、 えを書いている児童【教育活動評価】 ４ ことで、心の動きを言葉や絵図で表現しや Ａ ・ソーシャルスキルトレーニングのよ させ、実践力を身につけさせる必要
自他共に大切にする心の育成を図る。 →８０％ すくなり、話し合いが活発になった。 うに、実体験しながら繰り返して覚 がある。そのために、学校や家庭で

す ○優しい言葉遣いの徹底を図る。（「ぽかぽか言葉」 ○ぽかぽか言葉をつかう児童【教育活動評価】
３

△道徳の内容と生活を結びつけ、自分事とし Ａ えていく方法も有効ではないかと考 の生活と資料の内容を結びつけ、自
豊かな心 の推進） →８０％ て内容を捉えさせる工夫が必要である。 える。 分事として考える学習を継続して行

○「笑顔」で挨拶の徹底を図る。 ○挨拶が定着している児童【教育活動評価】
４

△言葉づかいや挨拶、廊下歩行等の基本的な Ａ ・日々の生活の中で、自分の気持ちを っていく。
る （徳） （挨拶運動との関連） →８０％ 生活習慣の徹底は、学級により差が大きい。 言葉にして書き表すなど、自分を見 ・合言葉の笑顔で挨拶をさらに充実さ

思いやりを ○学級遊びを奨励し、児童同士が自主的・自発的 ○月２回学級遊びの実施【教育活動評価】
３

○多くの学級が、学級活動の話合いをもとに Ａ つめなおす時間が必要だと思う。 せるために、計画的に指導をしてい
もった子供 に関わりをもつための学級活動を充実する。 →８０％ 学級遊びの取組を行っている。自主的な活 ・日頃の挨拶は、大変よくできている く。計画委員会も中心となり、挨拶

評 ○生活目標の指導の徹底を図るため、全校朝会に ○正しい廊下歩行をする児童【教育活動評価】
３

動として定着させることが必要である。 Ａ と感じる。 運動が活発になっているので、継続
おいて、児童が生活目標の取組を発表するとと →８０％ △生活目標を意識させることが不十分であっ ・言葉遣いが中学校で課題が見られる していく。
もに、学級において、担任が取組の徹底を指導 ○だまって掃除をする児童【教育活動評価】

４
た。だまって掃除に関しては、重点的に取 Ａ ので、学級だけではなく、学年で指 ・生活目標を意識した取組とするため

価 する。 →８０％ 組を行い、掃除の始まりと終わりに児童を 導を徹底してほしい。 に、現在行っている全校朝会での取
○意図的・計画的に地域の宝（ひと・もの・こと） ○学校外の地域資産（ひと・もの・こと）を 集め、振り返りと評価をしている。 ・学校、地域の行事を通じて子供たち 組を改善する。特に、細かな評価を
を活用した活動を位置付けることにより、相手 活用した学習の実施【教育活動評価】 ○行事が以前のように戻りつつある中で、地 との交流があった。保護者ともう少 児童に返すことができるようなサイ
のことを考えたコミュニケーション力や表現力 →９０％ ４ 域の方々のご協力があり、地域の宝を活用 Ａ し関係性ができればよいと考えてい クルを計画する。
を身に付けさせる。 した学習を進めることができており、児童 る。 ・地域の皆様のご協力のもと、地域を

の意欲を高めることにつながっている。 愛する児童を育てていく。
○「元気」な体を目指して運動が苦手な子供も楽 ○運動が「好き」「やや好き」を合わせた児 ○朝の体力アップ運動や持久走大会に向けた ・学校の評価は適切である。 ・体育部を中心として、運動する機会
しく取り組むことができるように、興味関心を 童【教育活動評価：体力向上プラン】 ４ 業間走の取組、長縄の取組、短縄のなわと Ａ ・生活リズムの乱れが行動全体に影響 を定期的に取り入れることは今後も
高め主体的な学びを生み出す場の工夫を図る。 →９０％ び検定の取組等により、体力向上に取り組 を与えていると考える。課題としな 継続していく。実施方法については、

○週１回の体力アップタイムを実施する。 ○週１回の実施【教育活動評価】
４

むことができた。 Ａ がらも、取組として継続してほしい。 児童がより意欲的に取り組むことが
健やかな身体 →８０％ △各学級で、全員遊びを取り入れながら、外 ・子供たちがわくわくするような遊び できるように改善を行う。元気な体

○休み時間の外遊びの奨励する。 ○休み時間に週３日以上外遊びをする児童 遊びの奨励をしてきた。しかし、外遊びを の工夫や仕掛け、子供たちが主体と づくりを目指して、共通実践として
（体） 【教育活動評価：体力向上プラン】 ３ する子としない子の差が大きい。 Ａ なって何をするか決めさせる場を設 行う。

たくましく行動 →９０％ 定してはどうか。 ・ＰＴＡ活動の一環として早寝・早起
する子供 ○基本的な生活習慣の定着のため、早寝・早起き ○早寝・早起きが定着している児童

３
△ゲームやスマートフォンの影響により、夜 Ａ ・生活リズムの大切さなどは、定期的 き・朝ご飯に取り組んでもらってい

・朝ご飯の取組を家庭と連携して行い、その結 【教育活動評価】→８０％ 遅くまで起きているため、早起きができな に子供や家庭に伝える。 る。今後も、様々な機会を捉えて啓
果を学校便りでお知らせする。また、個別に懇 ○朝ご飯が定着している児童

３
い、生活のリズムが整わない児童が複数い Ａ ・ゲームやスマホによる寝不足のた 発を行っていく。

談会等で話し、家庭と一緒に改善を図る。 【教育活動評価】→９０％ る。朝ご飯を食べていない児童も数人いる。 め、体調がすぐれない子供が多い。 ・保護者と学ぶ規範意識教室などをも
○食育の推進を図る。 ○食の大切さを理解し、感謝する児童【教育 ○生活科や総合的な学習の時間で、系統的な 保護者との決まり事を徹底するな っと広げていく。
各学年で作物を育てる･食べる体験･食に関して 活動評価】→８０％ ４ 食育に取り組んでいる。食べ物の大切さに Ａ ど、取組を小中連携で行っていくこ ・専門的な栄養教諭を生かす機会を継
学ぶ ついて考える活動を行うことができた。 とも大切である。 続していく。

○毎月のいじめアンケートと聞き取りを行い、結 〇アンケートに基づく聞き取りや教育相談の ○チェックリストやアンケートをとった後は ・学校の評価は適切である。 ・担任だけでなく、多くの職員の目で
い いじめ防止 果を報告する。また、毎月の教師用チェック 実施、認知したいじめの４ヶ月以内の解消 ４ 校長、教頭、教務が目を通し、担任に聞き Ａ ・アンケートで声を挙げることができ 見ること、情報を手に入れること、
じ いじめを「し リストを実施する。 【教育活動評価】 →１００％ 取りを指示し、早期対応に努めている。現 ない子供を複数の教員でチェックで アンケートやチェックリストを行う
め ない，させない， ○家庭、地域との連携を図る。 ○チェックリストの記述への対応 在、いじめが継続している事案はない。今 きると、早期対応ができると考える。 ことを今後も継続する。早期発見、
防 許さない」子ど ・主任児童委員による教育相談日の実施 【教育活動評価】 ４ 後は、その後の経過を今以上に丁寧に見て Ａ ・相談室での子供の声に耳を傾け、大 早期対応に努め、組織として対応す
止 も ・家庭用チェックリストの配布 →１００％ いく。 切にしていきたい。 るようにする。

○福岡アクション３の実践する。 ○学校に行くのを毎日楽しみにしている児童 ○不登校未然防止のため、随時、家庭訪問を ・学校の評価は適切である。 ・不登校児童に対しては、担任だけで
不登 不登校防止 ・家庭訪問の機会を随時設け、教職員､保護者､ 【学校生活アンケート㉘】 ４ 行っている。また、不登校の児童や保護者 Ａ ・全く登校できていない子供へ地域で なく、担任外の職員も積極的に関わ
校防 元気に登校して 関係機関等の連携を図る。 →３．０以上（４段階評価） と連絡をとることが難しい家庭もあるが、 できることはないか検討したい。 り家庭訪問を行う。
止 くる子供 ○出欠状況の確実な把握、関係機関等との連携を ○毎日の無届け欠席・遅刻の確認、配慮が必 様々な関係機関と連携しながら取組を行っ ・中学校との兄弟関係で不登校が見ら ・ＳＳＷ、ＳＣ、教育相談室、児童相

強化する。 要な児童情報共有【教育活動評価】 ４ ている。 Ａ れるので、情報交換も定期的に行っ 談所等の機関と連携を図るととも
→１００％ △全く登校ができていない児童が数名いる。 ていきたい。 に、中学校との連携も行っていく。

働き 働き方改革 ○週１回のノー会議デー及び定時退校日の設定 ○昨年度同月比超過勤務時間 △昨年度比10％削減は実施できていない職員 ・学校の評価は適切である。 ・学校で対策できることについて業務
方改 意識改革と業務 (毎週水曜日)、学校閉庁時刻（１９時）での →10％削減 ３ が多い。学校閉庁時刻を過ぎても、数名が Ａ ・工夫していると思うので、このまま 削減に取り組むとともに、職員の超
革 改善 退校を意識づける。 学校に残っている。 継続してほしい。 過勤務削減の意識をさらに高める。

・10％は適切か検討してほしい。
◇評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）

・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである


